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ド・ラ・トゥールUIFA 会長を訪ねて 松川　淳子
A Visit with Madame Solange d’Herbez de la Tour MATSUKAWA Junko

　2019 年 12 月 10 日から 14 日まで、パリにド・ラ・
トゥールUIFA 会長をお訪ねしてきました。この数年間、
ずうっと気になっていたのです。ド・ラ・トゥールさん
がお元気であるということはルーマニアのエレナさん経
由で知らされてはいましたが、なんといってもご高齢に
なられたことですし、お会いしたい気持ちは募るばかり
だったのです。従って「UIFA JAPON を代表して」とい
う気持はあまりなく「個人的訪問」という気持でした。
　どう過ごしていらっしゃるか、ドキドキしながらお会
いしましたが、ド・ラ・トゥール会長はお元気でした！
　お年をとられて、少しやせられましたが、お話はしっ
かりしていて、お身体も悪いところはなく、お元気そう
でした。エレナさんが「あなたがパリに来るなら、私も

　第 28回 UIFA JAPON総会のご案内　28th UIFA Japon General Meeting  
　 　今年は新型コロナウィルスの感染拡大により、集まっての開催を断念いたしました。残念ですが、ご了
承ください。このため記念講演は中止、総会は先に収支報告を含む議案書等を皆様に送り、書面で議決を
とる方法を考えています。6月にこれらの発送を計画していますが、役員会で詳細を検討しお知らせします。
どうぞ皆様もウィルスに十分お気をつけ下さい。

行くわ！」とやってきて、今回ご一緒しましたが、ふだ
んはおひとりで生活していらっしゃるようでした。
　「UIFA の今後は？」という森田会長から預かってきた
質問を初めからする気にはならなかったので、「台湾の
女性建築家たちと UIFA JAPON の連携を検討している」
という話から始め「一緒にシンポジウムみたいな交流会
を小規模でもやりたいので、その時にはぜひ日本にいら
してください、みんな楽しみにしています」というとと
ても喜んでくださいました。台湾との交流と会長をお招
きすることを本気で検討する必要がありますね。
　UIFA のこれからについては、質問を待たずにご自身
から話し始められました。
　「100 歳も近くなり、事務的な諸手続きをすることが
できなくなってきた。いま考えられる選択肢は二つだけ
なので、これを手紙に書いてみんなの意見を聞く」とい
うことで、一つは、「これまで世界のみんなといろいろ
なことを一緒にやってきて本当に楽しかった、素敵だっ
たと思う、これで UIFA をしまいにしようと思う」とい
うもの。
　もう一つは、「これまで楽しかったから、UIFA をしま
いにしないで、UIFA の副会長である UIFA JAPON が引
き受けてくれるならこれまでの資料を全部渡す」という
もの。「もう手紙の準備はできている」ということでした。
　先のことをきちんと考えた、会長さんらしい覚悟を決
めたお考えだと思いました。
　UIFA JAPON も、他力本願の姿勢ではなく、自分たち
の問題として「どうするべきか」について、彼女の問題
提起をきちんと受け止める必要があると思いました。

ド・ラ・トゥール
UIFA 会長の部屋で
後左の肖像画はお母
様、UIFA の活動を
応援され初期の世界
大会にも元気に参加
されていました

ド・ラ・トゥール会長とルーマニアから来たエレナさん
(巻頭写真とも：正宗量子 )
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「花と緑が育てる、顔の見えるコミュニティ」
須永　俶子

A Community Enhanced by Flowers and Greenery
SUNAGA Yoshiko

くにたち富士見台のみんなの居場所「ひらや照らす」
牛山　美緒

“Hiraya-Terrace” A Gathering Place in Kunitachi Fujimidai
USHIYAMA Mio

　東京 23区の東に位置する江東区では、平成 22(2010)
年「江東区基本構想」策定を機に「江東区 CIG ビジョ
ン」を打ち出した。江東区が目指す都市像は緑の中の都
市、すなわちCITY IN THE GREENであるというのである。
これは江東区が震災、戦災に見舞われ、その後の高度成
長と重なる公害などと、緑の受難の歴史に起因している。
区長は「自分が初めて蝉の声を聞いたのは昭和 40年代
に入ってからだった」と言う。この思いが区長を駆り立
て、CIG ビジョンの実現が推し進められることになった。
　私が理事長を務める「NPO江東区の水辺に親しむ会」
が、マンションと緑のプロとしてマンションのベランダ
緑化を推進することを引き受けたのは平成 25（2013）
年からだった。この事業は行政の力だけでは進まない。
江東区民の 8割以上が集合住まい。江東区はここに目
をつけた。区内全域の水平面の緑化だけでなく、垂直面
の緑化を行うと緑視率のアップにつながるというのであ
る。行政が区民にプランター、花苗、土などを提供し、
植え付けや伸びすぎないように剪定を行う知識のレベル
アップ講座も行った。行政だけでない区民との、緑を増
やす協働事業が実現した。
　しかも今年８年目に入るこの事業は思わぬ効果を引き
出した。植物は成長し剪定作業が必要となる。この枝先
を挿し芽として増やし、マンション内でやり取りするこ
とが会話のきっかけになったという。昨年末行った複数
のマンションが集まった体験者の交流会では、友人が増
えた、楽しいと発言する人達で盛り上がった。共用部に
花壇を作り、こうして増やした苗を植えるマンションも
出てきた。手入れのための緑化委員会を作ったところも
有る。こうした苗を我々はフレンドシップグリーンと
読んでいる。この苗を自分のマンションだけでなく、近
くの小学校に提供したマンションも現れた。公園との連
携につながり、商店街の美化に広げようとしているマン
ションも出てきている。フレンドシップグリーンはまさ
に CIG ビジョン推進を進める、顔の見えるコミュニティ
づくりの種や苗となりつつある。

UIFA の会員は建築の他、様々な活動をしています。今号では４人の方の活動を紹介します。皆様からの投稿をお待
ちしています。（薄井）

　国立市に住むご高齢の方が亡くなる際に、市へ寄贈さ
れた平屋の日本家屋。それを受けて平成29年に国立市は、
介護予防・日常生活支援の総合事業における通所型サー
ビスB事業として、運営団体を公募した。私も公民館で「高
齢社会を支える地域の絆づくり」について学んだ仲間た
ちを中心に団体を作って応募し、運営者に選定された。
　「ひらや照らす」の命名は、ワークショップや公募を経
て、寄贈された吉川照子さんの一字を取って付けられた。
屋久杉を使用した門や建物は、杉並から移住の際に移築
され、料理研究家でもあったことから、お庭のゆず、ボケ、
お寿司の下に敷く葉蘭なども移植されたものである。
　居場所の活動を開始して 2年半ほどになるが、誰もが
一緒に楽しくくつろげる、我が家のように過ごせる場、
高齢者に限らず、多世代の交流ができる地域の場を目指
して活動している。月例イベントとしては、百歳体操、
認知症予防ゲーム、木の実クラフト、数独カフェ、わら
べうた、元ホテル料理長の料理とお話などいろいろある。
　「メモリーカフェ」は、認知症の方を含む地域の皆が
集い、思い出を楽しく語り、分かち合う場である。私の
参加した回には 10 ～ 90 代の 17 名が参加し、近くの
YMCA医療福祉専門学校介護福祉科の地域つながり隊の
学生さんも参加していた。テーマは「夏の思い出」で、
親子で参加されたお母さまの方は、80 年国立で暮らし
てきたこと、お転婆で 100 ｍ選手として活躍したこと
などをはつらつと語って下さった。2、3人ずつで思い
出を聞いて絵に描いた時には、昔スイカを井戸で冷やし
たと話され、それを絵に描いた学生が、冷蔵庫で冷やす
ものだと思っていたとびっくりし、お互いに新鮮な発見
と笑いに満ちたひとときだった。
　「産前産後のいどばたカフェ」には、赤ちゃんを連れ
たママが集まり、回ごとに助産師や整体師、保育士など
も参加して、専門家からアドバイスを聞き、産前産後の
さまざまな気持ちをシェアしては、多世代に見守られて
里帰りのような気分で、ホッとする時間を過ごしている。
　これからも、地域での多世代の交流が広がっていくと
いいなと思っている。

特集：会員の活動

産前産後のいどばたカフェマンション敷地内公開空地で 開催した、植付け講習会
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トンボはドコまで飛ぶかフォーラム 吉田　洋子
Restoration of Tokyo Waterfront Areas through Dragonfl y 
Tracking Project YOSHIDA Yoko

『村田修景仕様書』の作成へ 小林　淑子
Preserving Historic Buildings in Special Murata 
Districts KOBAYASHI Toshiko

　私たちの活動は2003年に始まり、今年で17年目になり、
鶴見区、神奈川区の埋め立て地である「京浜臨海部の森づ
くり事業」の一環で始めた活動です。京浜臨海部は私たち
の暮らしているまちからは遠く、しかも個々の企業緑地に
は市民が自由に入ることはできないところも多いのです。
その企業緑地を地域全体の財産として再評価し、トンボを
指標に周辺の水辺や公園、そして地域の人々、企業同士も
つながるエコロジカルネットワークを育んできました。
　この活動は企業、市民、行政、専門家が協働して京浜
臨海部の緑地の質的向上と生物多様性を進めてきている
ものです。実際の調査の仕方は企業に許可を得て企業緑
地に行き、トンボとりを行い、つかまえたトンボにはマー
キングをして記録をしてから放ちます。そして、その
トンボがドコまで飛ぶかということを調べるものなので
す。実際に多くの移動が確認されています。企業から企
業に、企業から公園などかなりの距離を飛んでいるのが
実証されています。最も長い移動距離は 6.2 キロメート
ルで横浜鶴見の入船公園から川崎の夢見ケ崎動物公園ま
で飛んでいました。なぜトンボなのか。このことはトン
ボの一生とかかわりがあります。幼虫期はヤゴとして水
中に、成虫期は草原や森林などで暮らします。そのため
水陸両方の環境が必要なため幅広い環境指標になるので
す。またトンボは親しみやすく皆の関心を持ってもらえ
る良さもあります。
　次世代の子どもたちも育てようとトンボとり大作戦も
実施しています。（写真）最近の傾向として小学生だけ
でなく幼児を連れた保護者の参加も目立ってきていま
す。小学生の中でも多くの調査に参加し、立派な調査員
として活動をしている子どもたち（ジュニア調査員とし
て認定）も現れてきています。
　参加の仕方としては①夏のトンボ調査に参加する。②
子どもたちのトンボとり大作戦に参加する。③トンボに
マーキングしているのでそれをつかまえたり、写真を
撮って連絡をする、などがあります。
　UIFA の関係ではモンゴルの世界大会の時に情報提供
したことも懐かしい思い出です。世界の女性建築家の方
たちにも関心を持ってもらえました。
<トンボはどこまで飛ぶかフォーラム代表

ホームページ　http:tomboforum.sakura.ne.jp>

　村田町村田は、平成 26年に重要伝統的建造物群保存
地区に選定され宮城県で初めての、東北では八番目の保
存地区である。
　町の条例で村田町村田伝統的建造物群保存地区（以下、
保存地区）の保存と活用に関する計画（以下、保存計画）
が定められ、保存地区内の「伝統的建造物」として定め
られた建築物・工作物等は「修理基準」に基づき、履歴
調査や痕跡調査を行ない、修理方針を決定するのだが、
伝統的建造物以外の建築物の建築については「修景基準」
あるいは、「許可基準」に従う事になる。
　保存地区で「修景基準」に従い設計を行う際、具体的に
形や納まり等を参照するための資料『村田修景仕様書』が
必要な事から、平成28年秋、村田町教育委員会伊藤則子
氏にご協力頂き、ヘリテージマネージャー（以下、HM）
のスキルアップとして「伝統的建造物」の屋根、外壁、開
口部（形状、建具）等の立面的要素、表門、裏門、塀のスケッ
チ及び実測を行なった。私たちHMは「村田伝建調査隊」
として、27パーツの実測図を伝統様式詳細図集としてま
とめ、平成29年 12月に京都府立大教授大場修氏講演会
とHMによる、伝統様式調査成果発表を行ない、町教育
委員会と建物所有者の方にお渡しする事ができた。
　令和元年、この仕様書の作成に、参考例となる修景案
が必要ではないかと、修景案コンペ「村田の伝統様式に
よる、町並みに相応しい外観で、なおかつ、住み安さも
加味した住宅の提案」をHM対象に開催した。が、どの
提出案も修景基準に従い切れておらず、また修景基準に
関する疑問もあり、各自コンペ案を持寄り、この基準を
満足するための各案への修正個所を確認し、再提出とし
た。修景基準に書かれている事は、村田の特徴をきちん
と理解してデザイン化する事だと思うが、伝統様式詳細
図だけで今の様々な条件（天井高など高さに関わる事・
仕上材など）と折合いをつけるには、やはり不十分だと
感じた。最終的に提出された 7案は、伊藤氏（前出）から、
いずれも修景建物として認めてもらえるだろう（文化庁
の確認、補助金の決定を意味する）、と講評頂き、設計
演習のようなコンペを終了した。「伝統様式に従い」、ス
ケッチと写真だけで、新たに修景建物を設計することの
難しさを感じた。しかし、おかげで修景仕様書に必要な
ものがわかったため、「村田伝建調査隊」で、追加調査
等行い、しっかりと創っていければと思っている。

 Special Feature: UIFA Japon Member Activities

トンボとり大作戦の様子（横浜市白幡池公園）2019 年 9月 村田商人　やましょう記念館
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2019 年度第 6回 4月 16 日　オンライン会議による役員会
を開催 14名参加　海外交流の会延期　総会開催方法検討　総
会資料準備　助成金申請報告　台湾女性建築家報告
■編集後記
本号で紹介の「ひらや照らす」も、新型コロナウイルスの影響で、一
時閉所に。居場所の重要性を改めて痛感（牛山）／とにもかくにも “桜
咲く”孫の自立新にうれしく、一方この国の危機管理にはどきどきしっ
ぱなしの春です（渡邉）／新型コロナウイルスに右往左往の年度末
の行方が見えず。（宮本）／手のひらを共用としていた日常が遠のき、
手を洗い、また手を洗うこの行為が怖い（井出）／ウイルスは環境破
壊の警鐘か外出自粛でスモッグ減少？（薄井）／歩けば転ぶ、探せば
失くす。老いのあまりに出す退会届。出戻り鬱のカッコワル‼（須永）

■役員会報告
2019年度第 5回 1月 17日　山田規矩子会員報告　第 71回
海外交流の会収支等報告　台風 19号・豪雨の丸森町被災・支
援報告　千葉・福島被災報告　法末初釜報告　第 72回海外交
流の会準備　源流研究会報告　被災地支援募金について　ド・
ラ・トゥール UIFA 会長訪問報告　台湾女性建築家と交流につ
いて　NL114 号発刊・115 号企画報告　
2019年度第6回3月6日　新型コロナウィルスのため延期。
翌 7日、海外交流の会講演も会場封鎖のため延期。12 ～ 17
日オンライン会議のため役員間で通信確認を行った。
4月 16日オンラインによる役員会を開催決定。

　ものつくり大学建設学科の 2019 年度卒業生山本佑
香さんの卒業設計「すみかえる－双葉町の木造住宅改
修計画－」を紹介したい。
　山本さんは、2011 年 3月 11日、福島県双葉町の中
学校 1年生。部活中に地震が起き、急いで友人たちと
一緒に逃げた。地震の翌日に避難指示が出て、家族一
緒に父の出身である新潟に避難し高校を卒業した。
　設計科目に力を入れ、3年生で東京建築士会住宅課
題賞の審査員賞を受賞した。4年生では設計系の戸田
研究室で、大好きな双葉町の復興の拠点を作りたいと
考え、色々調べたところ、震災後 9年目で双葉駅の改
修などが進められていることが分かったため、駅から
離れた地域の復興拠点を、自宅の再生活用によって実
現するという計画に至った。
　計画は避難指示の 3段階に従い、最初の一時帰宅可
能段階では、立ち寄り処『中土間』として中廊下を縁
側的に利用。次の日帰り可能段階では、『間戸』と呼ぶ
カーテンや建具で内外をつなぎ、広間で集まりができ
る心地よい空間を実現。最後の一時宿泊可能段階では、
宿る『へやにわ』として、LDK の床を外し庭を設けて
生活できる場を実現。山本さんは、この『へやにわ』
のアイディアが最も気に入っていると語ってくれた。
　これらの各段階は、セルフビルドの要素も取入れる
計画とされ、最優秀卒業設計作品として卒業設計展へ
出展予定である。

卒業設計「双葉町の木造住宅改修計画」 宮本　伸子
Graduation Project: Renovating Wooden Housing 
in Futaba MIYAMOTO Nobuko

もうひとつの被災地通信
山田規矩子さんを偲ぶ 宮本　伸子
In Memorium: Ms. YAMADA Kikuko 
　2019 年 12 月 13 日にご逝去された。謹んでご冥
福をお祈りしたい。
　山田規矩子さんは、多くの会員の証言によれば、
1976 年第４回 UIFA 世界大会ラムサール（イラン）
以降、ほとんど全ての世界大会に参加されていたとい
う。ここでは、25 周年記念誌への山田さん自身の寄
稿の一節を紹介したい。
　1978 年パリ展覧会は、日本人はただ一人参加。「生
まれて初めての外国の一人旅を大変心細く思っていた
が、ホテルへ着いてみるとイラン大会で顔を見知った
人達が何人もいて、ほっとしたものだった。」
　1984 年ベルリン大会後東ドイツ領内を通過「検問
所での、大きな犬を連れた兵士達による、バスの両サ
イド下のトランク収納スペースの検査を見ていた時、
5年後にこの恐ろしい検査が不要になろうとは、想像
もできないことであった。」

山田規矩子さんとの日々 林屋　雅江

　UIFA　JAPON では事業委員として、約 20年間私
たちをご指導くださる一方、本業では大組織で活躍し
ている姿を、私は羨ましく尊敬するばかりでした。そ
の中で彼女の手書きのメモは思い出のひとつ、丁寧で
几帳面な文字が懐かしい限りです。現役を退いてから
は、事業委員会のまとめ役として生き字引き的存在と
なり、その記憶力をもとに、毎年の総会講演と海外交
流の会の企画を支え
てくださいました。
25周年記念誌の総
会＆講演会などの年
表作成では、膨大な
手持ち資料と正確な
記憶力を発揮して下
さいましたことで感
謝の気持ちで懐かし
んでおります。有難
うございました。

訃報

卒業設計の前で山本佑香さん 2013 年夏モンゴル大会にて（写真　稲垣弘子）


